























A study of musical genre and communication












































































22 フォーク・ニューミュージック（5.6％） J ポップ（47.0％）n.s.






















































幼 稚 園 ・ 保 育 園 ・ 小 中 学
校 で
高 校 で
大 学 で （ 短 大 ・ 専 門 学 校
な ど を 含 む ）
塾 や 予 備 校 で
職 場 で （ ア ル バ イ ト 先 を
除 く ）
学 校 や 職 場 以 外 で の 習 い
ご と や サ ー ク ル 活 動 で
ア ル バ イ ト 先 で
近 所 づ き あ い で
街 で （ ク ラ ブ 、 ゲ ー ム セ
ン タ ー な ど ）
イ ン タ ー ネ ッ ト や 携 帯 電
























































































































































































































趣 味 や 関 心 が 近 い
考 え 方 に 共 感 で き る
一 緒 に い る と 楽 し い
親 し み を 感 じ る
尊 敬 し て い る
ラ イ バ ル だ と 思 う
劣 等 感 を 感 じ る
一 緒 に い る と 安 心 す る
真 剣 に 話 が で き る
親 友 の お か げ で 友 だ ち づ
き あ い が う ま く な っ た
自 分 の 弱 み を さ ら け 出 せ る
ケ ン カ を し て も 仲 直 り で き る
親 友 の よ う な 考 え 方 や 生







































































































































































































































































































































































































































































































































J ポップ 46.1％＊＊ 48.0％ 8.7％ 14.1％ 94.4％＊＊ 50.8％ 36.6％ 71.1％
パンク 48.3％ 52.9％ 10.3％ 10.5％ 95.4％ 48.3％ 54.0％＊＊＊ 70.1％
ヴィジュアル系 41.9％ 37.8％ 13.5％ 14.9％ 97.3％ 52.7％ 37.8％ 76.7％
同人音楽・ボカロ 41.7％ 47.5％ 7.2％ ▲ 5.1％＊＊ 94.2％ 59.7％＊ 37.4％ 72.5％
邦楽ロック ▲39.3％＊ 44.6％ 10.1％ 14.1％ 95.0％＊ 52.1％ 37.6％ 75.2％＊＊
全 体 43.6％ 47.2％ 8.9％ 13.4％ 93.0％ 51.5％ 36.3％ 70.3％








































































































































































































J ポップ 17.4％＊＊＊ 70.0％ 23.8％ 38.2％ 14.2％ 32.4％ 27.3％
パンク 16.1％ 81.6％＊ 31.0％ 41.4％ 11.5％ 26.4％ 23.0％
ヴィジュアル系 27.0％＊＊ 82.4％＊ 25.7％ 37.8％ 12.2％ 37.8％ 31.1％
同人音楽・ボカロ 18.0％ 75.5％ 31.7％＊ 46.0％＊ 12.2％ 35.3％ 37.4％＊＊
邦楽ロック 15.5％ 74.9％＊ 26.8％ 40.1％ 12.5％ 33.6％ 34.3％＊＊＊
全 体 15.4％ 71.1％ 24.3％ 37.8％ 13.0％ 32.6％ 27.9％
＊＝ p＜.05, ＊＊＝ p＜.01, ＊＊＊＝ p＜.001
同人音楽・ボカロ
• ファッションへのこだわりが低い。
• 「友だちとの関係はあっさりしていて、お互いに深入りしない」傾向が高く、「分かり
合いたい相手と本音でとことん話し込めるような機会がない」と感じている。
• 「友だちとの関係をつらいと感じることがよくある」、「いつも周りに気を配って、場
の雰囲気に合わせていなければならない」など友人づきあいについてネガティブな印
象を持つ者も多い。
邦楽ロック
• 「友だちをたくさん作るように心がけている」の数値が全体よりも低い。
• 「遊ぶ内容によって一緒に遊ぶ友だちを使い分けている」傾向が高い反面、「分かり合
いたい相手と本音でとことん話し込めるような機会がない」と感じている。
おわりに
コモン・ミュージックとしての J ポップはたしかにカラオケでのレパートリーや話のネタに
なるかもしれないが、パーソナル・ミュージックは、たとえばジャズやロックであれば大学の
バンドサークルや軽音学部、ジャパレゲであればジモトの交友関係などといった具合に、仲の
よい友達をつくる際にジャンルの特性を反映したしかるべき場で機能している。
またジャンルによって友人の意味内容や社会的機能は異なる傾向にある。
もちろんすべての友達づくりに音楽がきっかけとなっているわけではないし、個人の好みは
ひとつのジャンルにとどまるわけでもない。しかし出会いの場と友人づきあいの内実がジャン
ルによって異なるのであれば、小泉が見出したような複雑なかけひきがそこにはあるのかもし
れない。
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